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第 1 章 研究目的と意義とその背景  
1.1 開発途上国の障害者運動の発展過程を研究する意義〜障害者福祉研究として  
1.2 障害者福祉の発展における障害者運動の役割～日米英を事例として  
1.3 障害者権利条約がもたらした国際障害者福祉の展開  
1.3.1 国際連合における障害の政治～権利条約成立までの道  
1.3.2 国際障害者団体の国連への参加 ～DPI の事例を中心に  
1.3.3 権利条約の成立と意義 ～ 当事者参加と監視  
1.4 途上国の障害者運動の概要  




第 2 章  障害者運動の分析視角  
2.1  障害者運動史の先行研究  
2.2  価値形成に着目した田中の日英障害者運動の分析視角  
2.3  BARNARTT & SCOTCH の社会運動理論による米国の障害者運動の分析視角  
2.4  田中と BARNARTT & SCOTCH の分析視角を用いたタイとフィリピンの障害者運動
の分析視角 
 
第 3 章 タイの障害者政策の現状と障害者運動の発展過程 
3.1 タイ王国の社会福祉の歴史と現状  
3.2 タイの障害者の概況と障害者政策  
3.3 タイ障害者運動の発展過程  
3.3.1 障害者運動の形成期（1980 年まで）  
3.3.2 障害者運動の誕生とリハビリテーション法の成立（1981 年〜1990 年代）  
3.3.3 障害者運動の発展とエンパワメント法の成立（2000 年代）  
3.3.4 国際協力によるタイ自立生活センターの設立とバリアフリー運動  
 
第 4 章 フィリピンの障害者政策の現状と障害者運動の発展過程  
4.1  フィリピンの社会福祉の歴史と現状  
4.2 フィリピンの障害者の概況と障害者政策  
4.3 フィリピンの障害者運動の発展過程  
4.3.1 障害者運動の形成期（1980 年まで）  
4.3.2 障害者運動の誕生と障害者のマグナカルタの成立（1980 年代）  
4.3.3 障害者運動の発展（1980 年代後半〜2000 年代）  
4.3.4 主要な障害者団体の誕生と発展  
 
第 5 章 タイとフィリピンの障害者運動の比較分析と途上国の障害者運動の分析試案  
5.1 田中の分析視角からの比較―障害概念の価値形成  
5.1.1  タイとフィリピンにおける障害概念の転換  
5.1.2 タイとフィリピンにおける当事者性概念の発展  
5.1.3  タイとフィリピンにおける異化と統合  
5.2 BARNARTT & SCOTCH の分析視角からの比較―障害者運動の発生と発展要因 
5.2.1 障害者運動を形成する促進要因  
5.2.2 集団的意識の形成  
5.2.3 障害者運動を可能にした社会構造要因  
5.3  タイとフィリピンの障害者運動の特徴―運動の促進要因と阻害要因 
5.4 途上国の障害者運動の発展と政策形成への影響を分析する視角試案  
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5.4.1 Barnartt & Scotch の分析視角をもとにした途上国の障害者運動の分析視角の検討  
5.4.2 田中の分析視角をもとにした途上国の障害者運動の分析視角の検討  
5.4.3 途上国の障害者運動の発展と政策形成への影響を分析する視角の試案 
  
第 6 章 途上国の障害者運動支援のためのアセスメントツールの開発  
6.1 途上国の障害者運動の発展と政策形成への影響を分析する視角試案の 4 か国（インド、
南アフリカ、ケニア、セネガル）での検証  
6.1.1 インドの障害者運動の分析 
6.1.2 アフリカ障害者の 10 年とアフリカ諸国の障害者運動の分析  
6.2途上国の障害者運動の発展と政策形成への影響を分析する視角試案を用いた 6カ国の障
害者運動のアセスメントとアセスメントツールの提案  







第 7 章 結論と課題  
7.1 本研究の結論  



















国の運動を比較分析するために、田中耕一郎（2005）と Barnartt & Scotch（2001）の分析
視角を採用した理由が述べられる。田中(2005)は、1960年代から 1990年代の日英の障害者
運動を「価値形成」という視点から比較分析しており、数少ない障害者運動史の比較研究で












リピンの障害者政策に関する基本情報を記したうえで、主として Medina (1995)と The 




では、2章で整理した田中（2005）と Barnartt & Scotch（2001）の分析視角を用い、タイ
とフィリピンの障害者運動の価値形成と運動の発生と発展要因について比較分析を行う。























本論文の審査にあたっては、比較分析視角のもとになった、田中（2005）と Barnartt & 
Scotch（2001）の理論的整合性をどう処理すべきかという懸念が指摘された。いわば田中
の価値形成比較は社会運動理論で言えばアイデンティティの政治に基づく「新しい社会運










た、2020 年 9 月 1 日 13 時 30 分からオンラインで実施された公開審査会では、途上国のデ
ータに関する詳細な質疑応答に加えて、先進国の障害者運動理論によって途上国の運動を
評価し、それに基づいた支援をおこなうのは、あまりに先進国に偏った見方になるのではな
いかといった危惧が述べられた。これらの指摘や論点は、本論文の内容にとどまらず、日本
の国際協力政策そのものの課題や、社会福祉学における国際比較研究や途上国研究の課題
を改めて確認する機会ともなった。 
これらの指摘や論点に対して論文提出者は誠実に過不足なく答えており、必要な訂正や
追加をおこない、その対応能力の高さを示している。また、本論文では、理論的に齟齬のあ
る二つの分析視角を、実証データと照らし合わせながら論理的に統合するなど、高い論理的
能力を示すとともに、途上国研究の専門家からのデータをめぐる詳細な質問にも的確に応
答して、途上国の状況について表層的な理解にとどまらない知識を有していることを示し
た。 
以上のような評価に基づき、審査委員一同、千葉寿夫に博士（社会福祉学）の学位を授与
することが適切だと判断した。 
